
平塚市子ども読書活動推進計画（第5次）取組（一覧表）

施策・
方針 № 重点

取組 事業名
主な対象

者
事業概要 主な行動目標 Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ R7年度実績 課題や今後の方向性 担当課

目標
値

60 60 60 60 60

実績 58

目標
値

1 1 1 1 1

実績 2

目標
値

40 40 40 60 60

実績 66

目標
値

117 未定 未定 未定 未定

実績 208

目標
値

16 16 16 16 16

実績 13

目標
値

90 90 90 80 80

実績 44

目標
値

400 400 400 400 400

実績 454

中央図書館

健康課

中央公民館

保育課

保育課

1-1 1 -
ブックスタート事
業

保護者に赤ちゃんと絵本を
楽しむ時間を伝える子育て
支援事業を実施します。

ブックスタートの
実施率（％）

乳幼児と
保護者

中央図書館

中央図書館
読書活動の推進の
ための事業の実施
回数（回）

合計４５回の会場開催と２８６回
の個別対応を行いました。

ボランティアが丁寧に事業の趣旨
を伝えながら絵本を手渡しするこ
とで、参加者の高い満足度を維持
するとともに、対象者が参加しや
すい機会をつくることについて、
関係課等と連携して検討します。

子ども読書活動推進プロジェクト
での講演会（「うさぎのしま　～
かわいいだけじゃないんだよ～」
参加者３７名）や、０歳から未就
学の幼児とその保護者が一緒に楽
しめるおはなし会「スペシャルお
はなし会」（参加者４２名）を実
施しました。

作家自身の読み聞かせや、人形劇
公演などを交えたおはなし会をす
ることで、本に対する親しみや家
族内での読書のきっかけづくりを
継続することが重要です。引き続
き、講演内容を工夫してニーズ等
を検討しながら事業を実施しま
す。

１-１ 3 -
子どもと保護者参
加のおはなし会

子どもと保護者に読み聞か
せをすることで、家庭にお
いて読書に対する興味関心
を深めます。

「赤ちゃんおはな
し会」「みんなの
おはなし会」の実
施回数（回）

乳幼児～
小学生・
保護者

乳幼児～
保護者

1-1 2 -
家庭向け講演会の
実施

家庭における読書活動の推
進のために絵本作家などの
講演会を実施し、家庭での
読書の大切さを啓発しま
す。

健診や相談事業等
での読書活動の実
施回数（回）

1-1 5 -
公民館の家庭教育
学級などでの読書
関連事業の実施

公民館が主催する家庭教育
学級などにおいて、家庭に
おける読み聞かせなどの啓
発を実施します。

定例おはなし会等
の親子対象の読書
関連事業数（事
業）

乳幼児と
保護者

乳幼児～
中学生・
保護者等

1-1 4 -
家庭向けの読書事
業の実施

健診や相談事業等の会場に
絵本を置くなど、家庭に向
けて読書活動の啓発を実施
します。

実施広場での実施
回数（回）

1-1 7 -
子育て支援セン
ターでの読書活動
の実施

子育て支援センターにて、
子育てアドバイザーが手遊
びや絵本の読み聞かせなど
を行います。

子育て支援セン
ターでの実施回数
（回）

乳幼児と
保護者

乳幼児と
保護者

1-1 6 -
子育て広場での読
書活動の実施

子育て広場にて、保育士に
よる絵本や紙芝居の読み聞
かせやワンポイントアドバ
イス（家庭での読み聞かせ
の時間の使い方のヒントな
どを知らせていく）を行い
ます。

市内３館（南図書館は休館中）で
「赤ちゃんおはなし会」を合計３
５回、「みんなのおはなし会」を
合計３１回開催しました。

今後も継続して実施するととも
に、広く呼びかけるため、事業の
周知を行います。

幼児健診、育児相談、フォロー教
室、おひさまクラブ、乳幼児ケ
ア、ママはぐ等の場で絵本の読み
聞かせ及び待ち時間に親子で読め
るように絵本の配架を実施しまし
た。

引き続き絵本の読み聞かせや配架
を行い、親子が絵本に触れあえる
機会を設定します。

公民館の児童・生徒地域参加事
業、家庭教育学級、自主事業にお
いて、「おはなし会」等（公民館
の読み聞かせサークルと連携し
て、絵本や紙芝居の読み聞かせ）
を実施しました。

より多くの館で「おはなし会」や
「読み聞かせ」等を実施します。
また、読み聞かせサークルと協議
し、歌や手遊びを取り入れるなど
内容の充実を図ります。

市内19か所の子育て広場にて保育
士、保育教諭が絵本、大型絵本等
で読み聞かせを実施しました。

読み聞かせをすることで親子が絵
本に親しむ姿が見られた。引き続
き実施を継続し、啓発につなげて
いきます。

感染拡大防止のため、利用人数を
制限して開所。1日2回（イベント
開催日を除く）のジョイフルタイ
ムで、手遊びや紙芝居、パネルシ
アター、読み聞かせなどを実施し
ました。

【課題】絵本と初めて出会う親子が多い
にもかかわらず、乳児向けの大型絵本が
少ないことが課題です。
【方向性】必要に応じて感染症予防対策
を継続しながら、大型絵本の読み聞かせ
や、パネルシアターなどを基本とした活
動を引き続き行います。また乳幼児が対
象のため、ペープサート等視覚を利用し
た教材を使い、演じ手に注目しやすい工
夫を行うなど、より多くの親子に楽しん
でいただけるように努めます。
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平塚市子ども読書活動推進計画（第5次）取組（一覧表）

施策・
方針 № 重点

取組 事業名
主な対象

者
事業概要 主な行動目標 Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ R7年度実績 課題や今後の方向性 担当課

目標
値

400 400 400 400 400

実績 412

目標
値

5 5 5 5 5

実績 18

目標
値

24 24 24 24 24

実績 24

目標
値

6 6 6 6 6

実績 14

目標
値

1 1 1 1 1

実績 2

目標
値

74 58 58 90 90

実績 69

目標
値

10 5 5 12 12

実績 12

中央図書館

中央図書館

中央図書館

中央図書館

中央図書
館

中央公民館

中央公民館

児童書の購入冊数

1-2 9 3
子どもや子育て当
事者の意見聴取

子ども読書活動推進プロ
ジェクト等でアンケートを
実施し、各種取組に反映さ
せるよう努めます。

アンケートの実施
回数（回）

乳幼児～
保護者

乳幼児～
保護者等

1-2 8 2 電子書籍の充実

いつでもどこでもスマホや
タブレット端末等を利用し
て読書が楽しめる電子図書
館で、子ども向け電子書籍
を充実します。

子ども向け図書の
活用を図っている
公民館数（館）

1-2 11
図書館と公民館と
の連携の促進

-

公民館への団体貸出や、公
民館と図書館との共催によ
る子ども向け事業の実施な
ど相互の連携を促進しま
す。

連携事業数（ブ
ロック単位での事
業も含む。）

乳幼児～
中学生・
保護者等

乳幼児～
中学生・
保護者等

1-2 10 -
公民館の子ども向
け図書の活用

公民館の子ども向け図書を
公民館サークルなどと連携
し、地域に広く周知し、活
用に努めます。

事業の実施回数
（回）

1-2 13 1
すべての子どもた
ちのためのおはな
し会

年齢、母語とする言語や障
がいの有無にかかわらず楽
しめるおはなし会を実施し
ます。

おはなし会の実施
回数（回）

小学生・
中学生

乳幼児～
小学生と
保護者

1-2 12 -
実践型イベントの
実施

読書を通じて、子どもたち
が自ら考え表現する能力を
身につけるための読書感想
文講座やビブリオバトルな
どの実践型イベントを実施
します。

子ども向け映画会
の実施回数（回）

乳幼児～
保護者

1-2 14 -
子ども向け映画会
の実施

子ども向け映画会を実施
し、読書活動の推進を行い
ます。

同時閲覧が可能な読み放題パック
を中心に児童書の充実を図りまし
た。また、絵本や有名作品の絵本
を購入することで乳幼児でも閲覧
可能な電子書籍を導入しました。

引き続き乳幼児から中学生まで楽
しめる電子書籍の導入を進めてい
きます。また、教育指導課に在籍
している教諭等と連携をしながら
児童向けの読み放題パックの充実
を図ります。

当事者の意見を聴取するため図書
館で子どもが参加するイベントに
てアンケートを実施しました。全
18回実施し、合計118名から回
答がありました。

今後も、当事者からの意見聴取う
を継続し、今後の図書館運営の参
考にします。

「おはなし会」等において子ども
向け図書を活用しました。また、
公民館だよりに子ども向け図書を
紹介する記事を掲載しました。さ
らに、新規に購入する子ども向け
図書の選定を各公民館の読み聞か
せサークルに依頼し、図書コー
ナーに配架しました。

引き続き「おはなし会」等におい
て子ども向け図書を活用します。

図書館から団体貸出される図書を
公民館の図書室等に配架しまし
た。また、中央図書館のあおぞら
号へ場所を提供しました。さら
に、図書館の予約資料受取サービ
スを拡充しました。

地域のニーズや特性を考慮しなが
ら、図書館と連携して事業を実施
します。

「読書感想文の書き方講座」（参
加者１１名）、「クイズ王が出題
図書館でクイズに挑戦！」（参加
者２０名）を実施しました。

引き続き、読書を通じて子どもた
ちの文章を読み解く力、文章を書
く力、伝える力等を養う事業を検
討します。

市内３館（南図書館は休館中）で
「おはなし会」を合計６９回開催
しました。

今後も継続して実施するととも
に、広く呼びかけるため、事業の
周知を行います。

中央図書館（8回：301人）と西
図書館（4回：73人）で子ども向
け映画会を開催しました。

今後も継続して実施するととも
に、広く呼びかけるため、事業の
周知を行います。
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平塚市子ども読書活動推進計画（第5次）取組（一覧表）

施策・
方針 № 重点

取組 事業名
主な対象

者
事業概要 主な行動目標 Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ R7年度実績 課題や今後の方向性 担当課

目標
値

25 25 25 25 25

実績 32

目標
値

2,150 2,160 2,170 2,180 2,190

実績 1,590

目標
値

75 24 24 84 87

実績 142

目標
値

3 2 2 3 3

実績 5

目標
値

20 10 10 20 20

実績 96

目標
値

36 36 36 36 36

実績 35

目標
値

40 40 40 40 40

実績 50

目標
値

3 3 1 3 3

実績 3

中央図書
館

中央図書館

中央図書館

中央図書館

中央図書館

中央図書館

中央図書館

青少年課

1-2 15 -
一日図書館員の実
施

図書館の仕事を体験したり
館内を見学したりします。
子どもたちが自ら調べもの
ができるように、図書館員
の仕事を経験することで、
ＮＤＣや本の探し方を学び
ます。

一日図書館員の実
施回数（回）

小学生

全館蔵書点数
（点）

1-2 17 1
来館出来ない子ど
もたちへの出前図
書館

来館出来ない子どもたちの
ために、出前図書館や団体
貸出を行います。

出前図書館・団体
貸出・公民館図書
室への貸出件数
（件）

支援を必
要とする
子ども

支援を必
要とする
子ども

1-2 16 1
バリアフリー資料
（児童書）の充実

障がいのある子どもたちや
外国語が母語の子どもたち
が使いやすい、録音図書・
大活字図書・点字図書・洋
書・デイジー図書（児童
書）を収集・提供します。

東海大、神奈川大
等との連携事業数
（事業）

１-２ 19 -

中学生・高校生の
職場体験・イン
ターンシップなど
の受入れ

中学生・高校生の職場体
験・インターンシップなど
の受入れをします。

インターンシッ
プ、ボランティア
等の受入人数
（人）

乳幼児～
保護者

中学生・
高校生

１-２ 18 -
大学等との連携事
業の実施

大学図書館の蔵書の展示や
事業の協力など、大学等と
の連携事業を実施します。

子どもの家での読
み聞かせの回数
（回）

1-2 21 -
子ども向け情報発
信

子ども向け情報発信として
「図書館サービスのPR]を
実施します。

・学校への電子図
書館の利用周知
（通知）
・子ども向けホー
ムページの更新回
数

乳幼児及
びその保
護者等

乳幼児～
保護者

1-2 20 -
子どもの家などで
の読み聞かせの実
施

子どもの家での読み聞かせ
などの読書活動を実施しま
す。

イベント実施およ
びこどもきいぷの
発行回数（回）

幼児～保
護者

1-2 22 -
子ども読書の日の
啓発

４月２３日の「子ども読書
の日＊」に、子どもたちの
読書活動を推進するため記
念事業を実施します。

一日図書館員体験を３館（計26
回、参加者175人）、図書館ス
タッフ体験を中央図書館（6回、
参加者21人）で実施しました。

図書館の仕事の体験を通して本を
身近に感じ、自身の読書活動に活
かす知識を身に付けられるよう、
継続して実施します。より多くの
市民が参加できるように実施方法
を検討します。

利用者が使いやすい書籍・資料を
購入しました。

利用者が使いやすい資料を収集し
提供します。

来館できない方に対する読書の機
会の提供（出前図書館９２件、団
体貸出４１件、公民館図書室９
件）を行いました。

今後も多くの来館できない方へ読
書の機会を提供するため、より多
くの方に利用案内をしてまいりま
す。

東海大学グローカルフェスタに東
海大学司書課程の生徒と共同で参
加したほか、大学の授業内でデジ
タルアーカイブの紹介、受講生作
成による展示物を中央図書館で紹
介して、子ども読書活動の推進を
図りました。

子ども読書活動を推進するため、
大学生が大人と子どもの架け橋と
なることを期待して事業を継続し
て実施します。

職場体験・インターンシップとし
て、中央図書館２９人、北図書館
１０人、西図書館２０人を受け入
れ、ボランティアでは、中央図書
館２４人、北図書館2人、西図書
館１１人を受け入れしました。

引き続き、図書館司書を目指す学
生、図書館に興味を持ってくれて
いる学生の職場体験・インターン
シップやボランティアの受け入れ
を行います。

みなと子どもの家、山城子どもの
家、大野子どもの家の３館で月に
１回開催。絵本の読み聞かせの他
に、紙芝居やパネルシアターも
行っています。

お話し会の参加人数を増やすため
の広報活動の支援を継続していき
ます。

子ども向けの本の紹介や子ども向
けイベント情報等を発信しまし
た。

今後も引き続き、図書館ホーム
ページ等を使用し、子どもたちや
子どもの読書活動に関わる方に向
けた情報発信を行います。

こどもきぃぷ（29号）を発行しま
した。子ども読書の日記念事業と
して、イベント「むかしばなし探
偵」、展示「むかしばなしの本」
を実施しました。

参加型のイベントは、子どもたち
が普段手に取らない本を楽しんで
もらうきっかけとして読書推進の
効果が高いため、今後も工夫して
実施していきます。
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平塚市子ども読書活動推進計画（第5次）取組（一覧表）

施策・
方針 № 重点

取組 事業名
主な対象

者
事業概要 主な行動目標 Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ R7年度実績 課題や今後の方向性 担当課

目標
値

120 120 120 120 120

実績 100

目標
値

8 8 8 7 6

実績 8

目標
値

87 87 87.5 88 88.5

実績 85

目標
値

77 77 77.5 78 78.5

実績 78

目標
値

- - - - -

実績 -

目標
値

43 43 43 43 43

実績 43

目標
値

43 43 43 43 43

実績 43

目標
値

- - - - -

実績 -

教育指導課

保育課

保育課

教育総務課

教育総務課

教育指導課

教育指導課

教育指導課

1-3 23 -
開放保育などでの
読書活動の実施

地域の未就園児を対象にし
た開放保育などで、保育士
やボランティアが読み聞か
せなどを行います。

保育園、こども園
での実施回数
（回）

乳幼児と
保護者

読書活動を実施し
ている保育園、こ
ども園数（園）

1-3 25 -
学校図書館（小・
中）の蔵書の充実

学校図書館図書標準などに
基づいた蔵書の整備をすす
めます。

小学校の図書の整
備率（％）

小学生

保育園
児・こど
も園児

1-3 24 -
保育園などでの読
書活動の実施

保育園、こども園などでの
絵本の読み聞かせなどを実
施します。

中学校の図書の整
備率（％）

1-3 26 2
教科などとの関連
の強化

教員・学
校司書

関係機関と連携し、デジタ
ル読書環境の整備に努める
ともに、教科や学校行事と
の関連を踏まえた学校図書
館の利活用を図ります。

中学生

指標設定せず

1-3 25 -
学校図書館（小・
中）の蔵書の充実

学校図書館図書標準などに
基づいた蔵書の整備をすす
めます。

学校図書館活用支援事業計
画を作成し、各学校に学校
図書館全体計画の作成や読
書の時間の確保を働きかけ
る等、読書指導の充実を図
ります。

学校図書館全体計
画を策定している
学校数（校数）

1-3 28 -
学校図書館の図書
だよりなどの充実

小学生・
中学生・
保護者

児童・生徒・保護者への読
書活動の啓発のため、図書
だよりなどの広報活動につ
いて、図書館などと連携
し、内容の充実を図りま
す。

図書だよりを発行
している学校数
（校）

1-3 27 -

学校図書館活用支
援事業計画の作
成、読書の時間の
充実

教員・学
校司書・
図書ボラ
ンティア

児童生徒から購入希望図書
等の意見を募ったり、図書
委員会の活動を生かしたり
しながら読書環境を整備し
ます。

指標設定せず1-3 29 3
子どもの視点に
立った読書環境の
整備

児童生
徒・教
員・学校
司書・図
書ボラン
ティア

公立園における開放保育参加親子
に向けて絵本、大型絵本等で読み
聞かせを実施しました。

参加親子により興味がありそうな
内容の絵本を選び親しめる工夫を
しました。引き続き啓発につなげ
ていきます。

保育士、保育教諭の他地域ボラン
ティアによる読み聞かせを実施し
ました。毎日の保育に取り入れる
ことにより絵本への親しみが深
まっています。

引き続き、絵本やおはなしに親し
めるよう保育に取り入れていきま
す。若い保育士や保護者が手に取
りにくい昔話を啓蒙していくこと
が課題です。

学校規模等に応じた予算のほか、
各校一律の追加配当予算により図
書や書架等の整備を行い、学校図
書及び学校図書館環境の充実を図
りました。

児童や教員のニーズに合った図書
を購入しつつ、国が定めた標準冊
数を早期に確保するとともに、古
くなった図書を適切に整備し、学
校図書館内の環境整備が必要とな
ります。また、学校間での充足率
の格差を是正するため、計画的な
図書の整備が必要です。

学校規模等に応じた予算のほか、
各校一律の追加配当予算により図
書や書架等の整備を行い、学校図
書及び学校図書館環境の充実を図
りました。

生徒や教員のニーズに合った図書
を購入しつつ、国が定めた標準冊
数を早期に確保するとともに、古
くなった図書を適切に整備し、学
校図書館内の環境整備が必要とな
ります。また、学校間での充足率
の格差を是正するため、計画的な
図書の整備が必要です。

市内４３校の司書教諭、学校司書
が参加する会において、電子図書
館の紹介や、講師を招いて「学校
図書館を活用した調べる学習」の
講演を実施しました。

学校図書館を活用した授業の実践
例を共有し、各校で学校図書館を
有効に活用していく必要がありま
す。

各学校で作成された学校図書館全
体計画をもとに、４３校に配置さ
れた学校司書や司書教諭等による
指導が行われました。

各学校で作成された学校図書館全
体計画を定期的に見直していくと
ともに、計画に合わせた読書指導
に学校全体で取り組むよう努めて
いきます。

市内４３校で図書だよりの発行を
行い、新着図書の紹介等を通し
て、読書活動の啓発を行いまし
た。

今後も情報交換等を通して、各校
で作成される図書だよりの充実に
努めていきます。

児童生徒からの購入希望も参考に
して、学校司書を中心に選書を行
いました。

子どもの視点に立った学校図書館
運営を行えるよう、委員会活動や
児童生徒の意見を反映させた学校
図書館の整備を行っていきます。
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平塚市子ども読書活動推進計画（第5次）取組（一覧表）

施策・
方針 № 重点

取組 事業名
主な対象

者
事業概要 主な行動目標 Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ R7年度実績 課題や今後の方向性 担当課

目標
値

1 1 1 1 1

実績 1

目標
値

1 1 1 1 1

実績 1

目標
値①

66 66 66 66 66

実績
①

66

目標
値②

500 500 500 500 500

実績
②

620

目標
値③

設定
せず

設定
せず

設定
せず

設定
せず

設定
せず

実績
③

-

目標
値

3 1 1 3 3

実績 3

目標
値

4 4 4 4 4

実績 3

目標
値

3 1 1 3 3

実績 7

中央図書
館

保育課

保護者
教室や健診時等での啓発
や、保育園等での啓発

講習会の実施
（１回）

中央図書館

中央図書
館・保育
課・健康

課

健康課

中央図書館

中央図書館

中央図書館

①教室内での絵本
の読み聞かせ

ボランティア向けに「初心者向け
読み聞かせ講座」を開催しまし
た。

今後もボランティアが必要として
いる支援を継続します。

各中学校区子ども読書活動推進協
議会の代表者会議を開催し、意見
交換を行いました。

協議会の運営について現場の意見
を聞きよりよい方法を共有しま
す。

読書活動ネットワーク通信LINKを
年1回発行し、情報提供するとと
もに、七夕かざり・あんどんをぬ
ろうin美術館、本読みマラソンな
どで、ボランティア同士の交流や
情報提供を実施しました。

各中学校区子ども読書活動推進協
議会についての理解いただき交流
を深めていただくため、イベント
実施や機関誌配布などを継続実施
します。

職員課からのインターンシップ、
相模女子大学の司書課程実習、東
海大学司書課程履修学生のイン
ターンシップの受け入れをしまし
た。

引き続き、図書館司書を目指す学
生、図書館に興味を持ってくれて
いる学生のインターンシップや図
書館実習の受け入れを行います。

2-１ 30 -
市民向け講座の実
施

市民、図
書ボラン
ティア

図書ボランティアとして活
動する時に役立つ、知識や
技術について学ぶことがで
きる講座を実施します。

講座の実施
（１回）

2-2 33 -
図書ボランティア
との協働による読
書活動の推進

図書ボラ
ンティア

各中学校区子ども読書活動
推進協議会を中心に、市内
で活動している図書ボラン
ティアと協働して、ボラン
ティアの活動をバックアッ
プし、全市的な読書活動を
推進します。

代表者会議・情報
交換等の回数
（回）

ブックスタートに関する知
識や技術向上のため、講習
会を実施します。

2-１ 31 -
ブックスタートボ
ランティア講習会
の実施

ブックス
タートボ
ランティ
ア

②読書ちらしの配
布数

③保育士、保育教
諭による保護者へ
の読書の啓発

2-1 32 - 家庭への読書啓発

ボランティア相互の交流を
深めるネットワーク主催の
事業や、読書活動ネット
ワーク通信「ＬＩＮＫ」で
図書ボランティアの情報交
換や読書活動の情報発信を
充実させます。

読書ネットワーク
通信「ＬＩＮＫ」
などの発行回数と
事業実施回数
（回）

2-2 35 -
大学生のインター
ンシップなどの受
け入れ

大学生
大学生のインターンシップ
などの受け入れをします。

インターンシッ
プ、図書館司書課
程実習生等（人）

2-2 34 -

子ども読書活動
ネットワーク運営
委員会によるボラ
ンティア相互の情
報共有の場の提供

図書ボラ
ンティア

NPO法人による講習会を開催し、
13人（うちボランティア8人）の
参加があった。

参加者がやや少ないため、内容を
工夫していきたい。

①フォロー教室、ほっとサロン、
おひさまクラブにて読み聞かせを
実施しました。

①引き続き絵本の読み聞かせを行
い、親子が絵本に触れあえる機会
を設定します。

③家庭での絵本活用を啓蒙のため
に保育士、保育教諭が園児の興味
に合う絵本を選択し、保護者に発
信しています。

②読書ちらしを年２回、各３１０
部配布、各保育園にはデータにて
各保護者に送付。

③家庭での絵本離れを実感してい
て、どう啓発していくかは今後の
課題です。継続して啓蒙していき
ます。

②引き続き、ちらし等を作成し、
家庭への読書啓発を実施します。
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平塚市子ども読書活動推進計画（第5次）取組（一覧表）

施策・
方針 № 重点

取組 事業名
主な対象

者
事業概要 主な行動目標 Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ R7年度実績 課題や今後の方向性 担当課

目標
値

80 80 80 70 60

実績 100

目標
値

1 1 1 1 1

実績 1

目標
値

3 3 3 3 3

実績 3

目標
値

3 3 3 3 3

実績 3

教育指導
課・教育
研究所

教育指導課

保育課

教職員課

地域の読み聞かせボランティアが
園に来訪し読み聞かせを実施しま
した。職員以外の読み聞かせは園
児にとっていい刺激になっていま
す。

読み聞かせボランティア、園児双
方にとってよい機会となっている
ので引き続き実施していきます。

令和7年9月に、学校司書経験１年
以内の学校司書を対象に新任者研
修を実施しました。

中高生がボランティアとし
て保育園などで読み聞かせ
を行うなどの協働した事業
を実施します。

保育園、児童クラ
ブなどでの実施回
数（回）

2-3 37 -
学校司書の新任者
研修

学校司書
新任の学校司書に、基本的
な知識や技術を学ぶ研修を
実施します。

研修の実施回数
（回）

2-3 36 3
ボランティアと協
働した事業の実施

保育園
児・こど
も園児等

司書教諭、学校司書の学校
図書館の運営や図書システ
ムに関する情報交換や意見
交換の場の充実を図りま
す。

情報交換会・意見
交換会等の回数
（回）

2-3 39 -
学校や関係機関な
どとの協力強化

学校や関係機関などと連携
し、ボランティア活動の機
会の拡大や参加しやすい環
境をつくります。

教員・学
校司書・
図書ボラ
ンティア

学校や関係機関等
での検討回数
（回）

2-3 38 -
司書教諭、学校司
書の情報共有、意
見交換の充実化

教員・学
校司書

学校司書は有資格者を採用してい
ますが、司書資格を取得後、実務
経験のないまま学校へ配置される
ことが多くあります。そのため、
学校司書のうち新任者に対し、基
本的な知識や技術を学び直す研修
を実施する必要があります。
また、より児童生徒が学校図書館
に行きたいと思う体制づくりのた
め、学校における学校図書館の在
り方について学ぶ必要があり、今
後も継続的に実施します。

市内４３校の学校司書または司書
教諭が参加する担当者会等を３回
開催し、学校図書館の活用や読書
活動の充実について情報交換を行
いました。

学校司書の雇用条件があり、研究
会の実施回数が限られています。
その中で、各学校での読書活動推
進につながる効果的な担当者会等
の実施に努めていきます。

市内４３校の司書教諭、学校司書
が参加する事業説明会や連絡協議
会において、「司書教諭、学校司
書、ボランティアの連携」をテー
マの一つとして情報交換や事例報
告を行いました。

在校生、保護者等が気軽に図書ボ
ランティアに参加できるような工
夫や、ボランティア活動の周知が
必要だと考えます。
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